
2000 年京大後期文□3  

(1) 

格子点を頂点とする三角形の 1つの頂点を、 )0,0(O としても一般性を失わない。 

残りの 2つの頂点を、 ),(),,( srBqpA とする。 

3 点 BAO ,, は互いに相違なる点であり、なおかつ一直線上にない。この三角形の面積は 
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OBOA, が平行ではないことから、 0 psqr であり、 psqr は自然数であるから 

 1≧psqr   
2

1
≧S  (証明終) 

 

(2) 

格子点を頂点とする面積1の凸四角形を、対角線で分割する。 

このとき、(1)より、2つの格子点を頂点とする三角形の面積は、ともに
2

1
であり、等しい。 

 

凸四角形 ABCDを、対角線 ACで分割すると、 

2 点 DB, は、対角線 ACからの距離が等しく、なおかつ、互いに直線 ACから見て逆側にある。 

凸四角形の対角線は交差するから、対角線 BDの中点は、対角線 AC上にある。 

 

凸四角形 ABCDを、対角線 BDで分割すると、 

2 点 CA, は、対角線 BDからの距離が等しく、なおかつ、互いに直線 BDから見て逆側にある。 

凸四角形の対角線は交差するから、対角線 ACの中点は、対角線 BD上にある。 

 

結局、2本の対角線 BDAC, は、互いの中点で交差する。 

したがって、格子点を頂点とする面積1の凸四角形は、平行四辺形である。(証明終) 


